
カワアイ (キバウミニナ科) 兵庫県ランク：Ａ

Cerithidea djadjariensis 環境省ランク：VU

種の概要 主要な選定理由

○ ○ ○ ○ ○

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項

保護上の留意点
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学術性

25

太平洋側では房総半島、日本海側では兵庫県以南に分布す
る。河川水が影響する内湾や河口の汽水域下部において、干
潮時にできる泥地や砂泥地の浅い溜まりなどに生息する。殻長
35～50mm。低く幅広い螺肋と縦肋によって石畳状の彫刻にな
る。水管溝は浅い。殻色は紫がかった褐色で、口唇には縞模様
が現れる。

人為性

河口干潟において干潮時に流れが直接当た
らないような場所(ヨシ帯の中や入江部など)を
消失させる河道の直線化や垂直護岸と河岸付
近の浚渫による河岸付近の軟泥干潟の消失
を避けること。

【執筆者】 増田修
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ランク変更なし。加古川にまとまった個体群が存在するほかは、赤穂市の大津川で少数が確認されてい
るのみであったが、近年、淡路市で古い死貝が確認され、日本海流入河川の円山川では亜成貝の生息
がわずかに確認された。加古川以外の産地は極めて脆弱であり、加古川の個体群が維持されなければ
県内での絶滅が危惧されるとも言える。

加古川市、高砂市、相生市、赤穂市、豊岡市、淡路市
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